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東京オリンピック2020大会が，COVID19の世界的流

行により 1 年遅れで開催されました。選手の活躍に，感

動や勇気をもらった皆さんも多いのではないかとお察し

致します。一方，時を同じくして，COVID19は変異株

を蔓延させ，感染拡大の第五波を迎えることとなりまし

た。この感染症流行に対して，引き続き公衆衛生的対応

が求められるところです。

今号は，総説 1 編，原著 3 編，資料 1 編を掲載してい

ます。COVID19関連の報告が 2 編含まれています。

第 1 編は，医療・健康分野におけるスマートフォンお

よびウェアラブルデバイスを用いた身体活動の評価につ

いて，現状と今後の課題が述べられています。情報通信

網の高度化やセンサー技術の向上により，モバイルヘル

スは私たちの身近なものとなりました。近い未来に，個

人の健康管理だけでなく，身体活動評価の研究や社会

サービスへ応用ができる技術であることがまとめられて

います。

第 2 編は，都民を対象とした，新型コロナウイルス感

染症緊急事態宣言期間における予防行動の関連要因の報

告です。第一波に相当する感染流行の緊急事態宣言下

で，個人の考え方が予防行動に関連していることを示し

た貴重な研究結果です。

第 3 編は，行政保健師を対象に行われた地域 DOTS

実践の質の評価と関連要因の解明を目的とした調査結果

です。個別的患者支援の活動を高めることが実践の優先

課題であることを示しており，公衆衛生の原点である生

活や背景を把握する必要性を示されました。

第 4 編は，新型コロナウイルス感染拡大の影響下にお

ける人々の食生活への心理的側面の変化と関連要因につ

いて検討されています。社会の二極化を反映するかのよ

うに，食生活の優先度や関心度と社会経済的要因の関連

が明らかにされました。

第 5 編は，減塩政策による循環器疾患予防とそのシミ

ュレーションモデルを用いた医療経済的評価に関して，

海外の研究を紹介されている資料です。減塩政策の評価

に資する内容で，日本の根拠ある栄養政策につながる可

能性が考えられました。

COVID19との戦いは長期戦の様相を呈しています。

読者の皆様の中には，この感染症対策の最前線でご対応

をなされたり，ワクチン接種に関連した業務に携わられ

ている方もいらっしゃることと思います。一日も早い収

束と，皆様のご健康を祈念しております。また，今号が

示す論文が，読者のこれからの一助となれば幸いです。

（神田秀幸）


